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変
容
祭
と
は
、
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
が

三
人
の
弟
子
を
連
れ
て
山
に
登
っ
た
時
、
そ
の

姿
を
光
り
輝
や
か
せ
、
旧
約
時
代
の
モ
イ
セ
イ

と
イ
リ
ヤ
が
顕
れ
、
神
・
父
の
声
が
聞
こ
え
た

と
い
う
出
来
事
を
記
念
す
る
祭
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
聖
書
の
中
で
「
山
」
は
、
重
要

な
意
味
を
も
つ
。
例
え
ば
山
上
の
垂
訓
の
山
。

山
の
上
で
ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
重
要
な
教
え
の

数
々
を
述
べ
ら
れ
た
。
山
は
、
神
の
言
葉
、
神

の
教
え
が
伝
え
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。 

 
そ
し
て
、
変
容
の
山
。
正
教
会
で
は
、
ハ
リ

ス
ト
ス
の
変
容
の
光
は
、
神
の
造
ら
れ
ざ
る
光

で
あ
り
、
そ
の
光
に
、
私
た
ち
人
間
も
あ
ず
か

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
教
え
る
。
山
は
、
神
の

恩
寵
と
い
う
光
を
い
た
だ
く
場
所
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
復
活
の
山
。
ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
復

活
し
た
後
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
山
で
弟
子
た
ち
に
顕

れ
た
。
山
は
、
復
活
と
い
う
恵
み
に
あ
ず
か
る

場
所
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
こ
の
「
復
活
の
山
」
も
「
変
容

の
山
」
も
「
垂
訓
の
山
」
も
、
伝
統
的
に
、
み

ん
な
「
タ
ボ
ル
山
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

「
復
活
」
や
「
変
容
」
と
い
う
の
は
、
確
か

に
神
秘
的
で
、
こ
の
世
で
罪
に
ま
み
れ
て
生
き

て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
理
解
を
超
え
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

単
に
超
自
然
的
な
何
か
、
で
は
な
く
、
私
た
ち

が
神
の
み
旨
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
、
そ
の
も

の
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
は
、
変
容
と
復
活
と
同
じ
山
の

上
で
、
「
心
の
貧
し
き
者
は
幸
い
な
り
」
「
憐

れ
み
あ
る
者
は
幸
い
な
り
」
「
敵
を
も
愛
せ
」

と
、
神
の
み
旨
が
何
か
を
教
え
た
の
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
山
上
の
垂
訓
の
教

え
を
、
つ
ま
り
神
の
言
葉
を
、
心
の
底
か
ら
学

び
取
る
こ
と
、
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
「
変
容
」

で
あ
る
。
神
を
知
ら
な
い
自
分
か
ら
知
る
自
分

へ
、
神
に
従
わ
な
い
自
分
か
ら
従
お
う
と
意
志

す
る
自
分
へ
、
死
を
闇
だ
と
感
じ
て
い
た
自
分

か
ら
復
活
の
光
へ
の
入
口
だ
と
信
じ
る
自
分
へ

変
容
す
る
「
山
」
。
そ
れ
は
私
た
ち
と
っ
て

「
教
会
」
で
あ
る
。
金
口
イ
オ
ア
ン
は
言
う
、

「
ハ
リ
ス
ト
ス
が
、
山
に
登
っ
た
の
は
、
真
理

の
神
秘
を
学
ぶ
者
は
す
べ
て
、
教
会
と
い
う
山

に
登
る
べ
き
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
」
。 

 

私
た
ち
が
、
教
会
に
参
祷
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
山
登
り
に
来
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
山

に
登
っ
て
、
神
と
出
会
い
、
神
の
言
葉
を
学

び
、
神
に
祈
り
、
神
の
光
を
浴
び
、
弟
子
た
ち

の
よ
う
に
復
活
の
ハ
リ
ス
ト
ス
を
伏
し
拝
む
の

で
あ
る
。
（
Ｄ
） 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

来りて、主の山に登り、 

我が神の家に入りて、 

その変容の光栄を見ん… 

来りて、光に由りて光を受け、 

神゜、挙げられて、 

一体の三者を世々に歌わん。 

──主の変容祭「リティヤのスティヒラ」 
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7
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
、
東
京
復
活
大
聖
堂

教
会
に
お
い
て
通
常
全
国
公
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
、
各
教
会
か
ら
の
代
議
員
の
出
席
が
大
幅

に
減
と
な
っ
た
が
、
神
品
教
役
者
は
ほ
と
ん
ど

全
員
集
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

一
日
目
は
、
宗
務
報
告
、
宣
教
企
画
委
員

会
、
財
務
諮
問
委
員
会
、
諸
規
則
検
討
委
員
会

の
報
告
と
共
に
、
教
団
と
し
て
ニ
コ
ラ
イ
堂
に

設
置
し
た
納
骨
堂
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
9
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自
治

50
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
発
表
が
さ
な
れ
た

が
、
当
日
の
時
点
で
は
ロ
シ
ア
総
主
教
聖
下
来

日
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
っ
た
。 

 

二
日
目
は
、
決
算
、
予
算
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
今
年
は
人
事
異
動
の
発
令
は

な
か
っ
た
が
、
西
日
本
の
教
会
の
神
品
不
足
の
た

め
に
年
度
途
中
の
異
動
も
あ
り
え
る
と
の
こ
と
。 

 

な
お
、
九
州
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨
の
被
害
状
況

が
管
轄
司
祭
の
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
神
父
か
ら
報
告

さ
れ
た
。
教
会
や
司
祭
館
は
無
事
だ
っ
た
も
の

の
、
信
徒
の
自
宅
や
経
営
す
る
保
育
園
に
被
害
が

あ
り
、
教
団
と
し
て
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。 
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し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
た
聖
堂
清
掃

奉
仕
が
、
7
月
5
日
㈰
に
再
開
さ
れ
、
床

掃
除
、
燭
台
み

が
き
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
奉
仕

者
は
約
10
人
。

マ
ス
ク
を
着
用

し
、
密
を
な
る

べ
く
避
け
な
が

ら
の
作
業
と
な

っ
た
。 

ご
奉
仕
に
感
謝 

高
橋
嘉
彦
兄
が
、
境
内
の
雑
草
刈
を 

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

雨
漏
り
工
事 

 

予
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
会
館
の
一
部

雨
漏
り
対
策
と
し
て
、
二
階
の
窓
の
二
か
所
に

つ
い
て
劣
化
し
た
窓
枠
コ
ー
キ
ン
グ
の
工
事
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
雨
漏
り
で
染
み
が
広
が
っ
て

い
た
一
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
天
井
の
張
替
え

も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。 

▲
 

小
池
神
父
様
宗
務
総
局
長
に 

 

今
回
の
全
国
公
会
に
お
い
て
、
ダ
ニ
イ
ル
府

主
教
座
下
よ
り
長
司
祭
マ
ル
コ
小
池
佑
幸
神
父

様
（
一
関
管
轄
）
が
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
教
団
の
宗
務
総
局
長
に
任
命
さ
れ
、
正
式
に

通
達
が
出
さ
れ
た
。
小
池
神
父
様
は
、
東
日
本

主
教
教
区
宗
務
局
長
を
兼
任
さ
れ
る
。 

四
郎
丸
き
ぼ
う
園
土
地
成
聖 

 

ル
カ
熊
谷
憲
一
兄
が
経
営
さ
れ
て
い
る
家
庭

福
祉
会
「
き
ぼ
う
園
」
が
太
白
区
四
郎
丸
に
新

た
に
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
7
月

15
日
㈬
に
土
地
成
聖
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

▲ 北側 ▲ 西側 

▲ 施工前 
▼ 施工後  
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中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

信
徒
総
会 

 

 

中
新
田
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会

の

信

徒

総

会

が
、
7
月
5
日

㈰
、
聖
体
礼
儀

と
月
例
パ
ニ
ヒ

ダ
の
後
、
信
徒

会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
お

さ
ま
ら
な
い
中

で
あ
っ
た
が
、

出
席
者
は
18
人
で
、
全
員
マ
ス
ク
着
用
で
会
に

臨
ん
だ
。 

 

配
布
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
報
告
事
項
が

水
口
神
父
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。
何
よ
り
も
新
聖

堂
建
設
と
成
聖
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
歴
史
的

行
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
一
大
事
業
で

あ
っ
た
。
ま
た
管
轄
司
祭
の
交
替
、
代
表
役
員

の
変
更
、
代
式
祈
祷
の
開
始
、
洗
礼
、
婚
配
な

ど
、
中
新
田
正
教
会
が
新
た
な
船
出
を
し
た
こ

ロ
ー
ソ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル 

 

中
新

田

正
教
会
で
は

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の

影
響
で
し
ば

ら
く
代
式
祈

祷
を
お
休
み

し
て
い
た
が
、
去
る
7
月
12
日
に
再
開

し
、
祈
祷
後
の
集
会
・
奉
仕
と
し
て
、
ロ

ー
ソ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
を
行
っ
た
。

燃
え
残
り
の
ロ
ー
ソ
ク
を
細
か
く
砕
い

て
、
直
接
ラ
ン
パ
ー
ド
グ
ラ
ス
に
入
れ
て

（
芯
や
留
め
具
も
再
利
用
）
火
を
灯
す
方

法
。
8
月
9
日
の
代
式
の
日
も
こ
の
作

業
を
す
る
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 

と
が
確
認
さ
れ
た
。
決
算
報
告
も
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
定
例
奉
事

の
他
、
水
口
神
父
よ
り
次
の
三
つ
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
①
堂
祭
は
、
前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン

誕
生
祭
と
す
る
（
7
月
7
日
）
。
②
建
物
の
表

題
登
記
を
行
う
。
③
教
会
を
一
般
の
方
々
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
努
力
を
行
う
（
宣
伝
的
宣
教
）
。
手

始
め
と
し
て
教
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
専
用
ケ
ー
ス

に
入
れ
て
道
路
側
に
設
置
す
る
。 

 

予
算
は
提
示
さ
れ
た
と
お
り
に
承
認
さ
れ
た

が
、
教
会
報
の
配
布
方
法
と
し
て
直
接
手
渡
し
で

は
な
く
郵
送
す
る
件
数
が
多
く
な
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た 

 

最
後
に
、
「
貯
金
箱
献
金
」
に
よ
る
献
金
増
加

の
提
案
が
な
さ
れ
、
各
信
徒
に
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
貯金箱献金のお願い 

毎日のお祈りの時に感謝を込め
て献金できるよう専用の貯金箱
と祈祷文を用意しました。各戸
に配布しています。子々孫々ま
で教会が受け継がれ発展するよ
う、献金をお願いいたします。 

果
物
の
成
聖 

中
新
田
の
次
回
の
巡
回
は
、
8
月
22
日

㈯
、
23
日
㈰
で
す
。
23
日
の
聖
体
礼
儀

の
最
後
で
変
容
祭
の
習
慣
で
あ
る
「果
物

の
成
聖
」を
行
い
ま
す
。
各
自
、
果
物
や
野

菜
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（白
河
正
教
会

で
は
16
日
に
行
い
ま
す
） 
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変
容
祭
と
果
物
の
成
聖 

 
 
 
 
 
 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド 

水
口
優
明 

旧
約
時
代 

 

地
の
産
物
で
あ
る
果
物
や
野
菜
や
穀
物
を
神

に
捧
げ
て
祝
福
を
い
た
だ
く
習
慣
は
、
旧
約
時

代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
レ
ビ
記
に
は

「
そ
の
す
べ
て
の
実
を
聖
な
る
物
と
し
、
そ
れ

を
さ
ん
び
の
供
え
物
と
し
て
主
に
さ
さ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（

19:
24

）
と
あ
り
ま

す
。 

 

特
に
捧
げ
る
べ
き
も
の
は
そ
の
年
に
最
初
に

収
穫
さ
れ
る
所
謂
『
初
物
』
で
し
た
。
「
あ
な

た
は
、
土
地
の
最
上
の
初
物
を
あ
な
た
の
神
、

主
の
宮
に
携
え
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
出
エ
ジ
プ
ト
記
23
：
19
）
。 

初
代
教
会 

 

初
代
教
会
に
も
地
の
初
物
を
捧
げ
る
習
慣
は

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
２
世
紀
頃
の
も
の
と
さ

れ
る
『
使
徒
規
則
』
に
は
「
定
期
に
於
て
初
穂

或
は
葡
萄
を
献
ず
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
（
第
三
条
）
。
カ
ル
フ
ァ
ゲ
ン
地
方
公
会
カ

ノ
ン
（
4
世
紀
）
に
は
、
教
会
に
携
え
て
く
る

初
物
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
献
げ
物
は
、
す
べ
て
の
善
き
物
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る
神
へ
の
感
謝
を
表

わ
し
て
い
ま
し
た
。 

変
容
祭
（
8
月
19
日
） 

 

今
日
の
よ
う
に
変
容
祭
の
日
に
果
物
や
野
菜

を
教
会
に
携
え
て
き
て
成
聖
す
る
習
慣
が
根
付

い
た
の
は
7
世
紀
頃
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
も
と
も
と
ぶ
ど
う
の
実
が
主
で

し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
で
は
、

ち
ょ
う
ど
ぶ
ど
う
の
初
物
が
取
れ
る
時
期
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
現
在
で
は
信
徒
は
変
容
祭
に
、

ぶ
ど
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な

果
物
や
野
菜
を
教
会
に
持
っ
て
き
ま
す
。 

 

変
容
祭
と
は
、
タ
ボ
ル
山
に
お
い
て
ハ
リ
ス

ト
ス
が
白
く
ま
ぶ
し
く
光
輝
く
御
姿
に
変
容
し

た
こ
と
を
記
憶
す
る
祭
で
す
。
こ
の
変
容
し
た

御
姿
は
、
ご
自
身
の
「
復
活
」
の
予
告
で
あ

り
、
終
末
に
与
え
ら
れ
る
私
た
ち
の
復
活
（
変

容
）
の
約
束
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、

ま
だ
ま
だ
花
も
咲
か
せ
て
い
な
い
よ
う
な
存
在

で
す
が
、
主
の
恩
寵
に
よ
っ
て
や
が
て
神
様
に

捧
げ
ら
れ
る
べ
き
初
物
、
す
な
わ
ち
熟
し
て
お

い
し
い
果
物
に
変
容
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

終
末 

 

旧
約
の
預
言
書
で
あ
る
ア
モ
ス
書
に
次
の
よ

う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
（
８:

２
）
。 

 
 

主
は
言
わ
れ
た
、
「
ア
モ
ス
よ
、
あ
な
た 

 

は
何
を
見
る
か
」
。
わ
た
し
は
「
ひ
と
か
ご 

 

の
夏
の
果
物
」
と
答
え
た
。
す
る
と
主
は
、 

 

わ
た
し
に
言
わ
れ
た
、
「
わ
が
民
イ
ス
ラ
エ 

 

ル
の
終
り
が
き
た
。
」 

 

こ
の
中
の
「
夏
の
果
物
」
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語

で
「
カ
イ
ー
ツ
」
と
い
い
、
「
終
わ
り
」
は

「
ケ
ー
ツ
」
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
語
呂
合

わ
せ
に
よ
っ
て
「
く
だ
も
の
」
と
「
終
末
」
が

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ア
モ
ス
書
の
「
終
末
」
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
が
神
の
審
判
を
受
け
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
預

言
で
し
た
。
し
か
し
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
信
じ
る

私
た
ち
に
と
っ
て
「
終
末
」
は
、
審
判
で
あ
る

と
同
時
に
、
変
容
の
恵
み
を
い
た
だ
く
時
で
も

あ
り
ま
す
。
果
物
の
お
い
し
さ
は
そ
の
恵
み
の

悦
び
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
す
。 
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8月聖名日 

モレーベンのご案内 

8月2日㈰聖体礼儀後 

▲聖ノンナ ▲聖ミロン（クリトの） 

献 

金 

報 

告 

（2
.6

.2
4

～2
.7

.2
1

） 

 8月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

○
聖
堂
内
献
金 

三
万
三
千
百
七
十
円 

○
感
謝
献
金 

四
万
五
千
円 

佐
藤
慶
一 

三
万
円 

遊
佐
ひ
で
よ
、
高
橋
勝
郎 

一
万
円 

本
多
弘
子
、
寺
山
ヴ
ェ
ロ
ニ
ナ
、 

 
 
 
 
 

中
新
田
正
教
会
、
盛
正
教
会 

四
千
円 

佐
藤
瑠
都
子 

○
聖
名
日
感
謝
献
金 

三
千
円 

永
元
亜
紀
子
、
古
田
直
子
、
水 

 
 
 
 

口
敦
子
、 

二
千
円 

岡
多
喜
子
、
渡
辺
久
未
子
、
笹 

 
 
 
 

川
純
子
、
匿
名 

○
会
報
献
金 

一
万
円 

白
河
正
教
会
、
神
田
光
子 

五
千
円 

小
島
紀
二 

○
墓
地
祈
祷
感
謝
献
金 

三
千
円 

櫻
井
英
樹 

○
土
地
成
聖
感
謝
献
金 

三
万
円 

家
庭
福
祉
会
（
熊
谷
憲
一
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

木
村
富
喜
子
、
片
倉 

徹
、
清 

 
 
 
 

水
格
・
彩
子 

五
千
円 

遊
佐
な
み
子
、
佐
々
木
隆
、
高 

 
 
 
 

橋
清
太 

三
千
円 

鈴
木
三
千
代
、
平
塚
清
、
笹
川 

 
 
 
 

皓
、
佐
々
木
一
志 

二
千
円 

木
村
史
之
、
岡
多
喜
子 

千
円 

 

西
海
枝
康
子
、
山
中
由
美
、
古 

 
 
 
 

田
直
子
、
匿
名 

 

※
敬
称
略 

聖名日 聖    名 氏    名（敬称略） 

8/2 聖預言者イリヤ 伊勢 薫、居川達彦、大槻智也 

8/4 マリヤ（マグダリナの聖携香女） 遠藤千尋、伊藤万理亜、太田ちえ子 

片上裕子、勝又淑子、加藤勢津、 

木村富喜子、佐藤佑美、佐藤浩子、 

内海えり子、高橋かつ子、 

永元道子、鈴木三千代、鈴木テレサ 

横山節子、及川聡子、古仲和香奈、 

恩田恭子、後藤雅子、沼田芙美 

8/6 ハリスティナ（ティルの聖致命女） 桜井愛莉紗 

8/8 パラスケワ（ロマの聖致命女） 針生佐和子 

8/14 ソロモニヤ（聖致命者マッカウェイの母） 権藤順子 

8/16 ファウスト（コンスタンティノポリの克肖者） 山崎浩夫 

8/18 ノンナ（神学者聖グリゴリイの母） 瀬沢ノンナ、平塚 望 

8/21 ミロン（クリトの克肖者主教） 千葉 温 

8/30 ミロン（キジクの聖致命者） 水口勇毅 
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令
和
2
年
7
月
17
日
㈮ 

 
 

午
後
3
時
～
5
時 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

6
／
21 

信
徒
総
会
開
催 

 
 
 
 
 

新
執
事
ナ
デ
ジ
ダ
清
水
姉
の
紹
介 

6
／
28 

教
区
会
議 

 

6
／
29 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
点
検 

7
／
9 

掃
除
機
の
無
料
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

7
／
9 

窓
の
コ
ー
キ
ン
グ
と
天
井
一
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張
替
え
工
事
完
了 

7
／
11
、
12 

全
国
公
会 

 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
対
す
る
特
別
交
付
金

が
教
団
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
東
日

本
主
教
区
へ
は
約
七
七
〇
万
円
。
ど
の
よ
う
に

各
教
会
に
給
付
す
る
か
は
今
後
の
課
題
。 

7
／
14 

県
庁
私
学
・
公
益
課
に
役
員
名 

 
 
 
 
 

簿
や
財
産
目
録
等
の
書
類
提
出 

 
 二

、
協
議
事
項 

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策 

 

仙
台
市
内
で
感
染
者
が
継
続
し
て
出
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
、
痛
悔
、
聖
パ
ン
、
マ
ス
ク
、

消
毒
等
の
対
策
は
緩
和
せ
ず
、
現
状
の
ま
ま
保

持
。  

⑵
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

 

劣
化
し
て
い
る
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
等
の
取
り

換
え
に
つ
い
て
、
複
数
の
見
積
も
り
案
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
ロ
ー
プ
の
み
取
り
換

え
」
（
税
抜
き
49
万
円
）
で
工
事
を
発
注
す

る
。 

⑶
一
階
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て 

 

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
し
た 

W
in

d
o
w

s7

を1
0

に
取
り
換
え
る
に
あ
た
っ
て
、
業
者
よ
り
複
数

の
見
積
も
り
案
が
出
さ
れ
た
の
で
検
討
し
た
結

果
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
契
約
（
悪
質
な

ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
た
め
）
を
結
ぶ
こ
と
と
し

（
月
額1

0
,5

0
0

円
）
、W

in
d

o
w

s1
0

（
諸
経

費
を
含
む
）
は
無
料
で
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。 

⑷
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い
て 

 

全
国
公
会
で
、
教
団
よ
り
レ
ン
タ
ル
料
8
割

負
担
の
案
内
が
出
さ
れ
た
が
、
検
討
し
た
結

果
、
仙
台
教
会
と
し
て
は
設
置
は
不
要
と
な
っ

た
。  

⑸
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
蛍
光
灯
）
に
つ
い
て 

 

熊
谷
執
事
に
よ
る
と
、
令
和
5
年
3
月
ま

で
に
処
分
す
れ
ば
よ
い
と
の
仙
台
市
か
ら
の
回

答
が
あ
っ
た
。
来
年
度
の
課
題
と
す
る
が
、
い

ず
れ
実
際
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
否

か
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。 

 

三
、
そ
の
他 

・
境
内
の
モ
ミ
の
木
な
ど
の
剪
定
を
行
う
（
増

尾
造
園
に
発
注
）
。 

・
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
「
啓
蒙
・
宣
教
」
「
財

務
」
「
設
備
環
境
」
）
の
確
認
を
行
っ
た
。 

 

四
、
8
月
の
予
定 

大
主
教
座
下 

東
京
8
／
8~

16 

2
日
㈰ 

聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン
／
定
例
執
事
会 

9
日
㈰ 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
／
ミ
ニ
講
話
／
婦
人 

 
 

 
 

会
・
方
舟
会
、 

16
日
㈰ 

代
式
祈
祷 

【
白
河
巡
回
】 

 

23
日
㈰ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
【
中
新
田
巡
回
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

▲ 生神女就寝祭のイコン 
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1
日
㈯ 
主
日
徹
夜
祷 

第
7
調
（
17
時
） 

2
日
㈰ 

第
8
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
1:

10-

18 
 
 
 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
14:

14-

22 

 

※ 

聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 
 
 

定
例
執
事
会 

 

8
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
8
調
（
17
時
） 

9
日
㈰ 

第
9
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
3:

9-

17 
 
 
 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
14:

22-

34 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

◇
ミ
ニ
講
話 

婦
人
会
・
方
舟
会 

 

9
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

15
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み
（
17
時
）
第
1
調 

 

16
日
㈰ 

第
10
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
4:

9-

16 
 
 
 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
17:

14-

23 

 

15-

16
日 

水
口
神
父
白
河
出
張 

 

15
日
㈯ 

18
時 

主
日
徹
夜
祷 

 
 

 

 

16
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
／
果
物
の
成
聖 

 

※
生
神
女
就
寝
祭
の
斎
（
14
日
～
27
日
） 

18
日
㈫ 

祭
日
徹
夜
祷
（
17
時
） 
 
 

19
日
㈬ 

主
の
変
容
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

果
物
の
成
聖 

22
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
2
調
（
17
時
） 

23
日
㈰ 

第
11
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
9:

2-

12 
 
 
 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
18:

23-

35 

 

◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

 

22-

23
日 

水
口
神
父
中
新
田
出
張 

 

22
日
㈯ 

16
時
30
分
勉
強
会
／
18
時 

晩
祷 

 
 

 

23
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
／ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

果
物
の
成
聖
／
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 
27
日
㈭ 

祭
日
徹
夜
祷
（
17
時
） 

 
 

28
日
㈮ 

生
神
女
就
寝
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 

29
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
3
調
（
17
時
） 

30
日
㈰ 

第
12
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
15:

1-

11 
 
 
 
 

 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
19:

16-

26 

 
 
 

8
月
行
事
・

奉
事
予
定 

 8月の集会は以下のように予定い

たします。 

【ミニ講話・婦人会・方舟会】９㈰ 

【聖堂清掃奉仕】 23㈰ 

【教会学校】→お休みします 

【聖歌練習】→お休みします 

【伝道会】5㈬、12㈬、19㈬、26㈬ 

 

 祈祷は予定どおり行われます。コ

ロナ禍の未だ治まらない中、状況を

見ながら十分お気をつけてご参祷下

さい。 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なくお申し出ください。 

献金用郵便振替用紙の送付 

仙台教会への献金のために使用できる

郵便振替用紙を同封いたします。この赤

い用紙は手数料が加入者負担ですので、

献金する側は手数料は要りません。ぜひ

ご活用ください。 

 ただし、住所とお名前の他に、通信欄

には「定額献金として」「会報献金とし

て」「感謝献金として」など、献金の種

類を明記してくださるようお願いいたし

ます。 

聖
体
礼
儀 


